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大分県赤十字血液センター
献血推進課

入社のきっかけは？

現在の仕事内容は？

私は、大学で心理学を学んでいる中で、心のケアの重要性を学ぶ一方で、体が健康
でないと十分な心のケアをできないことが印象に残りました。この経験から医療の現
場から苦しんでいる方を支える仕事をしたいと考えていました。そういった考えを
持って就職活動をしている中で、「苦しんでいる人を救いたい」という思いをもとに
血液事業などの活動を行っている日本赤十字社に興味を持ち、その一員として活動し
たく志望しました。

私は、輸血を必要としている方へ必要な血液製剤を届けるために、県内各地を献血
バスでまわり血液確保に努めています。また、各会場の献血目標人数を達成するため
に、電話での献血依頼やキャンペーンの企画、広報活動等を行っています。今年度は
献血の事前予約を推進しており、様々な取り組みの結果、大分県は全国で予約率１位
という結果を出すことができました。
そのほかにも、各学校が積極的な献血推進活動を行うために大分県学生推進協議会の
運営や継続的に献血に協力して頂いた方への表彰等を行っています。

仕事のやりがいは？

就活生へのメッセージ

新型コロナウイルス感染症の影響により、九州全体で血液の確保が難しい時期に、
電話依頼や街頭での声掛け等が実を結び献血者を確保できたときは、達成感を感じま
す。
また、街頭で献血の呼びかけ活動をしている際に輸血をされた方やその家族から「あ
りがとう。」「頑張ってね。」といわれた時は、やりがいを感じます。

日本赤十字社では、災害救護や血液事業など普通の企業では経験できない様々な
業務があります。誰かのためになる仕事をしてみたい方、ぜひ一緒に働きましょ
う！


